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アルパックニュースンター NQ98

京都府立京都高等技術専門校が
オープンして2年目を迎えようとしていぎす

我が国の完全失業者数は2飾万人で、前年同

月に比べ59万人増加。完全失業率は前月と同

率の 4.3%で、昭和28年以降で最高となって

いる中、京都府立京都高等技術専門校がオー

プンして、 2年目を迎えようとしています。

平成10年春のオープン以降、外構と解体工

事等の整備を平成10年~平成Ⅱ年にかけて行

い、ようやく落ち着いてきた感じです。専門

校は、第4次京都府総合発展計画及び第5次

京都府職業能力開発計画で示された基本的な

方向に沿って職業能力開発を推進するととも

に、京都府産業を支える人材を育成するため

の専門校として整備されたものです。この事

業は、我々が関わっただけでも、平成4年~

平成Ⅱ年春までと、 8年もの歳月が流れてお

りその問、阪神・淡路大震災があり個人的に

も、流れていった時間の中で色々と頭を思い

よぎるものがあります。

専門校とは職業訓練施設で、職業能力開発

促進法で定められた施設として、労働省の管

轄の校となります。専門学校といいたいとこ

ろですが、文部省管轄のものでないと学校と

いう名称をつかえないということで、校とな

つています。

場所は、京都市伏見区竹田。鴨川の左岸に

隣接しており、 JR東海道本線、名神高速道

路という国の東西を結ぶ2大交通幹線の問に

位置しています。京都駅からは、京都市営地

下鉄烏丸線を利用してアクセスでき、地下鉄

水鶏橋駅を出てすぐ目の前という便利な場所

にあります。

施設としては、伏見区の水鶏橋にあった京

都府立高等技術専門校と西院にあった女子高

等技術専門校との統合校です。伏見区の水鶏

橋の旧校舎で授業を行いながら、新校舎とし

て隣接地の府有地へ建設しました。

前田怜嗣

[施設概要]

敷地面積

建築面積の合計

延べ面積
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統合・建て替えの背景としては、旧校舎の

老朽化、狭あい化が一番にあげられ、ハード

的には施設集合による、効果的な施設への投

資と集合整備のメリットを活かした機能の充

実が求められました。

ソフト的な背景としては、技術革新、情報

化が進展する時代の中で、職業能力開発の二
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建築科は、木造軸組工法の知識・技術も学べるい'
で、実習教室内で2階建の模擬家屋を建てられるように

なっています
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年では101人の定員中 6 人であったのが1998年

リニューアルオープン時には、 249人中69人と

28%。 1999年には35%となっており、建築設

計・インテリア科にあっては、 19人中18人と

いう数字が出ていましたが、昨今の時代背景

とともに特徴的なエピソードといえるのでは

ないでしょうか。

訓練科目の設定については、府も色々とご

苦労され、業界の人材不足に合わせて訓練科

を設定しても訓練生が集まらなかったり、就

業先はあまりないが、生徒にはすごく人気の

高い科があったりと、トータルにバランスを

とりながらの設定に頭を悩まされていました。

最終的には、以下の10科での整備となりました。

1.情報処理科(新設)

2.メカトロニクス科(新設)

3.機械加工科(新設)

4.自動車整備科

5,建築科

6.建築設計・インテリア科(新設)

フ.印刷デザイン科

8.商業デザイン科(新設)

9.洋裁科

10. OA事務科

教室構成

室構成は、10科それぞれに座学の教室と準

備室が内包された実習教室があり、共通の教

室として体育館や学生ホール、共用の教室と

管理部門があります。

各科の実習室は、科によっては教室という

よりは、ファクトリーといった方が相応しい

といえます。また、色々な実習機器もあり教

室の中に入るとワクワクします。

最後に、色々な面で難工事でありましたが、

皆様のお力で一区切りつき、感無量です。京

都高等技術専門校のますますの発展をこころ

より願っております。

(京都事務所まえださとし)
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(印刷デザイン科・商樂デザイン科)
従来通りの印刷の知識から、 DTPに対応した知識・技

術が習得できるように整備されています

ーズも高度化・多様化してきていること。養

成・能力再開発訓練については、技術・技能

の一層の高度化・複合化に対応した人材育成

が求められるとともに、新規学卒者の減少、

女性の職場進出等労働供給構造の変化への対

応が求められていることなどがあります。

その中で、私が一番統合してよかったと感

じたのは、新設科ができ施設が新しくなった

ことももちろんありますが、シンプルな話、

旧来であれば、実質的には男子校であった京

都高等技術専門校と女子校であった女子高等

技術専門校の統合で、男女共学となったこと

により、オープン後は校自体が生き生きして

いることが実感できたことです。また、訓練

生の年代も幅広くなり、社会へ幅広く接する

専門校として実感できることです。大学でも

男女共学になったことを全面的に売り出して

いるところもこの春お見受けしましたが、 こ

んなに変わるものかというのが私の実感です。

また、 1999年4月の京都新聞に掲載された

「職業訓練校に増える大卒者」という記事も

象徴的で、短大・大卒者の占める割合が1994
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「あしぎぬ大雲の里」の施設が完成しました

あしぎぬ大雲の里の施設の完成

去る、 9月9日の重陽の節句の日に京都府

大江町「あしぎぬ大雲の里」の中核拠点施設

である「大雲塾舎」、「鬼力亭」の完成記念

式典が開催され、翌日から営業がはじまりま

した。

一足先に整備が完了している大雲記念館と

併せて、大きな機能を発揮することが期待さ

れています。「あしぎぬ大雲の里」は、京都

府北部を貫流する由良川の河畔に立地してい

ます。由良川は古来より水運、漁業、農業な

ど地域の生活や産業に多くの自然の恵みを与

えてきました。その一方で、出水による多大

な被害を地域にもたらしてきました。

「あしぎぬ大雲の里」は、自然との共生を

テーマとして由良川流域全体の人と川との望

ましい関係を取り戻すための大きな構想の中

で計画され、交流、体験、学習をキーワード

に大江町と有路け也元)の歴史、自然、文化、

産業を体現する施設、機能の一環を担うもの

です。

施設の概要

一足先に整備された大雲記念館は明治U年

に建築されたΠB平野邸」を再生、利用した

もので由良川を眺望する国道]75号沿いのー

段高くなった位置に建っており、明治時代の

由良川流域の歴史を知る上で一見に値する施

設です。京都府の有形文化財にも指定され、

伝統的な民家形式と多彩な座敷構成になって

います。施設は文化、学習、交流の機能を担

い、和室研修室、茶室、庭園、ギャラリーな

どの構成になっています。

今回、完成した「大雲塾舎」、「鬼力亭」

は、それぞれ宿泊研修機能、レストラン機能

をもっています。

「大雲塾舎」は、サロン、研修室、浴室、

宿泊室から構成され、由良川を一望する環境

の中で、研修や宿泊することを目指しました。

「鬼力亭」は大江町の鬼伝説にちなんだ雷神

が好む山の幸、風神が好む野の幸、水神が好

む川の幸など地元の食材にこだわり、由良川

流域の自然の素材をふんだんに使った仙人料

理をテーマにしたレストランで佐藤町長の大

江鬼伝説への思い入れが感じられます。メニ

ユーは健康によく話題になりつつぁる「えご

ま」を利用した料理、仙人御膳、各種の地酒

など豊富です。地元の食材にこだわった食の

提供は「鬼力亭」の大きな特徴であり、大江

町を訪れる人に食の楽しみを満喫させてくれ

ます。

「あしぎぬ大雲の里」の計画のねらい

大江町では地域振興第一の拠点として、北

近畿タンゴ鉄道の大江駅という町の玄関に町

のシビックゾーンとして鬼瓦公園(広場)

町役場、文化施設、第二の拠点として山の里

鬼伝説の里として、酒呑童子の里が整備さ

れ、鬼の博物館、体験施設、宿泊施設などが

整備されてきました。今回は第三の拠点とし

金井萬造

「大雲塾舎」外観

-1 セ・'蚕謬多'●1,j三1ヤ呉三総j.ごミγ?紛j-'
,、、1J,',,、J,,',

r

^

ー^

4

嘉轟姦

■一冒"^"^

'
▲

气
゛

一+
、
魯
=

弓

i
 
-

轟

¥

y
.
、ー

ヂ
驫
, ヅ

ゞ

ナ
ノ

,
ニ



^

山市、舞鶴市、宮津市、綾部市があることか

ら、これらの広域地域の研究研修ゾーンの機

能により広域的役割を発揮し貢献できる可能

性をもっているとも考えられています。大雲

の里構想は、このように大きな展望をもつゆ

えに施設整備に引き続き前向きの取り組みが

求められているといえます。

施設の利活用と里整備を推進させる課題

各市町村で各種の施設整備が進められる中

で、計画どおり施設が利活用されて地域の活

性化に向けて役割を発揮しているかどぅかが

課題となっているケースが多く見うけられま

す。大雲の里の場合は、計画時点で地域の各

種資源に着目し、資源の活用に留意してきま

した。

また、計画的段階においては、町単位と地

元単位で委員会をそれぞれ設置し、連携して

活動を進めてきました。今後は、施設の運営

と経営、集客と各種事業、イベントの企画な

どのアクションプランの実行体制づくりが重

要になっています。まさに地域空間と地域の

各種資源をフルに活用した吐也域経営」の具

体的段階になってきているといえます。

大雲の里の場合、由良川、周辺農地の活用、

地元有路集落の資源の活用と連携が課題でも

あり、施設と連動する屋外の広大な農村空問

のフィールドミュージアム整備と機能の有機

的連携による総合力の発揮をめざす時、その

波及効果が期待できる状況となっていくと考

えております。同時に私共まちづくりコンサ

ルタントとしてこれらの展開に向けた努力、

地元との協力、役割発揮が求められていると

いえます。

現在、由良川懇談会、川の駅構想、下流域

との連携、事業企画と集客施設に向けて努力

を傾けていきたいと念願しています。

(代表取締役社長かないまんぞう)
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サロン・ロピー

て由良川流域という広域圏軸に整備されるも

のであり、従来の整備地区の機能とも連携し

て地域振興に貢献しようとするものです。

この整備により「水害常襲・過疎の町」か

ら「恵みの川、由良川あしぎぬ大雲の里」ヘ

と展望を図り、キャッチフレーズとして「人

づくりと産業文化おこし」の拠点の役割を担

うものです。これを確実なものにしていくた

めには、住民参加、住民主体の地域づくりは

不可欠であり、これらと一体にすることによ

り、総合整備効果を発揮されたことになり、

意欲的な課題への挑戦が特徴です。今後もこ

れを遂行していくための努力と協力が必要に

なってきます。

「あしぎぬの里」の計画は、 4つの大きな

目標をもっています。第一は食文化と仕事お

こし、第二は遊び、交流、体験、第三は丹波

文化の再生と創造、第四は人材の育成です。

今回の整備はこれらの目標に対して中核とな

る機能をもつものです。京都北部の中丹地域

のほぼ中央に位置する大江町は、周辺の福知

「鬼力亭」
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不動産証券化と市街地再開発事業

バブル経済の破綻からもう何年も歳月がす

ぎましたが、市街地再開発事業では、不動産

市況低迷の影響を大きく受け、事業費の大部

分を賄う保留床が処分できないという深刻な

状況が続いています。こうした傾向は、士地

の含み益に期待できない現在、これまで保留

床処分先とされていたデベロッパー等が、金

融機関から容易に融資を受けることができな

くなり、再開発事業の保留床購入行為のみな

らず、不動産事業そのものへの介入に萎縮す

る向きがあることなどに要因があると思いま

す。今後、これまでの右肩上がりの地価上昇

が期待できないのであれば、士地の含み益を

もとに借入金に依存する従来型の開発主体の

方法では立ちゆかず、資金調達法そのものの

再考に迫られることになります。

一方、不動産業界では、いわゆる「金融ビ

ツグバン」の流れも受け、近年「不動産証券

化」という言葉がにわかに脚光を浴びてきて

います。私は、「不動産証券化」に関する専

門家でないので、このようなテーマを取り上

げるのには、いささか偕越の感がありますが、

昨年度、「不動産証券化と再開発事業」に関

する調査研究業務に携わる機会がありました

ので、今回は浅学を省みず、私論をまとめま

した。

「不動産証券化」の利点は端的にいえば、

①小口化され、事業者と投資家が直結される

ことにより、不動産の流動性・換金性が高ま

る。②所有と運営の分離を図ることにより事

業りスクが分散される。などがあげられます。

今回のテーマは、率直にいえば、その「不動

産証券イヒ」を市街地再開発事業の新たな資金

調達法として活用できないかということです。

たしかに最近、これまでの企業の信用力をべ

ースとした「コーポレート・ファイナンス

(企業金融)といわれる間接金融」から、資

産・プロジェクトをべースとした「ストラク

チャード・ファイナンス(資産金南蛉といわ

れる直接金融」への構造転換していく新しい

動きが着目され、その導管体であるSPC

(特定目的会社)に関する、いわゆる S P C

法の制定など、まさしく「不動産証券化」の

ための環境は整いつつあるといえます。しか

し、これまでにも多くの専門家により、既に

指摘されてきているように、現在のS PC法

では、税金の問題、資産の入れ替えができな

い、借り入れを起こせない、優先出資部分に

ついての増減資ができないなど、まだまだ多

くの不都合を抱え、その環境は充分とはいえ

ません(今後、制度の改正によってこれらは

改善されていくでしょう)。また、そもそも

「不動産市場」には、借地・借家をめぐる諸

制度や慣行、および、利回り等の判断材料の

もとになる賃料などの情報開示について、あ

るいは不動産関連税制などの非固定性につい

て等、投資家にとって不確定要素が多く、今

後、不動産を投資商品として普及させていく

ためには、場合によっては旧来からの発想の

転換 q去制度の改正等)も必要と思われます。

さて、仮に今後その不動産市場において証

券化が普及していくことを前提にして、不動

産証券化は再開発事業にどう活用できるのか。

しかし、実はここにも多くの問題点を抱えて

います。通常、市街地再開発事業には、合意

形成などに多大な時問を要し、とくに初期段

階では、事業スケジュールの見通しが立たな

いことが多く、また共有や区分所有などの権

利形態についてもその管理に伴うりスクが大

きいなど、概して投資家が投資に蹄踏する要

山本昌彰
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因が多いのです。 SPCが不動産を取得して

資産対応証券を発行し、その利払いや償還を

行っていくためには、その不動産に安定した

キャッシュフローが必要となりますが、一般

的な再開発事業のように、事業スケジュール

が不安定で、そのキャッシュフローの見通し

が読めないような事業には投資家も投資しな

いでしょう。こうしたことで再開発事業は、

投資対象商品としては、(他の金融商品より

リスキーな)一般の不動産事業の中でも、さ

らに大きくハンディを負ったものといわざる

を得ないのです。

では、再開発事業は本当に投資に向かない

「商品」なのでしょうか。再開発事業の投資

商品としての問題点が上記のように①事業ス

ケジュール、②椛利形態と大きく2 つあると

するならば(これだけではないと思います

が)、まず、ーつ目の事業スケジュールにつ

いては、直接的に対処を施す(コントロール

する)のには限界があると思います。したが

つて、再開発事業の開発行為が終わり、事業

の成否や運営主体の資力信用等に関し、投資

家が納得できるだけの材料が揃わないことに

は、「証券化」も難しいでしょう。そこで、

未開発・未利用物件だけでなく、事業進捗の

異なる(もちろん、事業完了を含む)再開発

事業、あるいは優良物件をも含むいくつかの

事業がプールされた集合体を構築して f商品

化」すれば、その未開発・未利用の再開発事

業の単体ビルを間接的に証券化することも司

能となると思います。これは、極論的には、

完成物件に対する投資資金によって、初期物

件の事業費を賄うという仕組みといえます

(ただし、一度にそのような集合体を楢築でき

るか、そのプロセスなどが課題となります)

2番目の権利形態の問題に関しては、再開

発事業の宿命ともいえる課題ですが、投資商

品としては権利形態の幅戟した物件は致命的

といえ、できるならぱ権利関係をクリアにし

た「商品」が望まれます。管理運営に対する

リスクから投資家を保護しなければなりませ

ん。この具体的な対処法として、例えば権利

床ビルと証券化する保留床ビルとを分離する

ことが考えられると思います。 SPCが投資

家の顔を見ないで済むように、投資家にもS

PCの関与するオリジネーターの顔を見なく

てよいような環境をつくり上げる必要がある

と思うのです。

いずれにしても「不動産証券化」は保留床

処分のための「魔法の杖」ではなく、やはり、

再開発事業によるビル開発が不動産投資商品

として一般金融商品と"対抗"していくため

には、当然高い利回りが要求され、その将来

のハイリターンに対する担保性を明確に提示

することが求められます。まさしく再開発事業

についても(当然のことではありますが)「良

い商品のみが売れる」、これまで以上にドラス

チックな「優勝劣敗」の時代が訪れるでしょう。

以上のように、不動産証券化について、と

くに再開発事業に適用するに至っては、まだ

まだ越えなけれぱいけないハードルが多いと

思いますが、そのひとつひとつは決して越え

るのに不可能な高さではないと思います。

今後、「不動産証券化ビジネス」が市街地

再開発事業における保留床処分の、ひいては、

日本経済牽引のひとつの契機として役割を担

つていくことは大いに期待されるところであ

り、そのためにも、我が国の市場二ーズに合

わせたストラクチャーの組成が早急に求めら

れるところと思われます。また、制度インフ

ラの整備だけではなく、まず、民間開発の呼

び水として、あるいは、一定の「りスク・テ

イカー」として、「不動産証券化」を活用し

た再開発事業への、公的機関の積極的な参画

についても期待したいと思います。

(大阪事務所やまもとまさあき)

1999年11月1日
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京都駅北口広場が完成しました

平成Ⅱ年7月に京都駅北口広場が竣工しま

した。当該広場は京都駅ビルの完成に引き続

き、京都の玄関口に相応しい広場の実現を目

指し、京都市の支援のもと、西日本旅客鉄道

愉(以下J R西日本)、京都市交通局、関連

バス会社、タクシー協会等の関連事業者によ

る整備がなされたもので、アルパックは、整

備研究会、整備施設のデザインに関する基本

設計、実施設計をお手伝いさせて頂きました。

駅前広場のデザイン提案に関して拙い能力

をフル稼働させ悩んだことは、京都のもつ特

性としての伝統・文化と先進性といった一見

相反するテーマをいかにデザインとして消化

するか、圧倒的スケールをもつ駅ビルのデザ

インコンセプトとの調和と対比をいかにして

とるか、また豊かな緑景観をいかに創出する

かということでした。この京都らしさを色で
かさね

は襲の手法、フォルムでは、三山の稜線の曲

線や条坊の軸性、家並み等がおりなすりズム

やバランス感を意識し、光では柔らかい、間

接的な光の演出の他、装飾性や遊びもとり入

れました。残念ながら3つ目の緑景観の創出

については駅前広場のほとんどに地下街が整

備されており、地下街のスラブとのクリアラ

ンスがlm以下という状況で植栽(特に高

木)環境としては最悪な条件下のため生育が

期待できず緑の量的確保に限界がありました。

しかし、それでも常緑樹、落葉樹、実のなる

木等を駆使し四季の移ろいが感じられるよう

配慮しました。

なお、広場は大別すると東西のゾーンに分

けられそれぞれ性格が異なります。東ゾーン

は比較的空間の広がりがあるゾーンで、集散

する人々にゆとりと安らぎをもたらすように、

緑を集中的に配し、植え込みにも曲線を意識

したアンジュレーションをつける他、緑のラ

イトアップによる空間の奥行き、ゆとりや緊

張感をつくり出す光の演出を図り、光の質につ

いても「ゆらぎ」を入れるなどしております。

また、西ゾーンは、バスターミナルを中心

とした施設配置の機能性を重視するゾーンで、

軽快感と明るさが感じられる膜構造のシェル

ターを採用し、京都らしいフォルムを重視し

て伝統的造形(唐破風・むくり・格子等)を

内在させました。夜間には膜を透過した柔ら

かい光が浮き上がるよう照明を計画し、駅ビル

等からの術瞰景観も意識したものとしました。

設計者の思いだけを書きましたが、できあ

がった広場が一人よがりかどうか一度ご覧い

ただき率直な意見を聞く機会が多くあれば幸

中根博一

^ゞ、'江4

巡

,、J

J'イ
'¥ー

毛

1,t

*

、"'

マ湾

又

エ,凪孟茎為
里劉盲宅之

e"ー

ノ、

シェルターとライトアップされる樹木と照明

゛J^

ーーー ヤ、

工烹

8

氏三モ王'」ニ

^
1__

一克゛

シェルターの膜構造と周接照明
含'匡

ノノ

', L慨川
1巽芽

{昼弓 1
弓t'
、楓
^.^

一
一

一



ーー、、、

',

工烹

鷲
'、、'

ヨ

'曝

サンクンガーデンの植え込みと手燭をイメージした
ゆらぎの照明

近

工

況

改革のダイナ

いです。

最後に、誌面で失礼ではありますが、施主

であるJ R西日本や各事業者の皆様と、ご指

導や率直なご意見を頂いた京都市副市長をは

じめとする京都市関連部局の方々、植栽計画

をご指導頂いた京都造形芸術大学の中村一教

授、照明計画・設計を担当して頂いた内原智

史氏に深く感謝する次第であります。

(京都事務所なかねひろかず)

皆さん、おかわりビざいませんか。 10月に

入っても蒸し暑い日が続き、急に寒くなった

り、尋常ならぬ地球の気候です。夏風邪をこ

じらせて消耗しました。 9月末ドックで定期

点検。どこも何ともないようでした。 10月4

日に大学の同窓会妬周年。もうこんな話しや

めようやといいながら、すぐに健康状態の話

題に戻る。困ったもの。

そんな中で、明るく、爽やかな話題も。

中身が凄いと、体裁も力強く

9月4日、関西学研都市ハイタッチ・りサ

ーチパークの積水ハウス総合住宅研究所で、

西山夘三記念・すまい・まちづくり文庫の第

4回総会と、 NP0法人設立総会が開かれま

した。 1995年7月に設立されて4年問、膨大

な図書、資料から映像まで、全てボランティ

アで整理され、研究所の1階に公開されてい

ます。その威容に圧倒されます。この図書・

資料の約半分は、先生ご退官後、アルパック

京都事務所の分室で、お預かりしていました。

驚くような文献がありました。しかしどこか

らどう手をつけたものか、と心配していまし

たが、こうして明快なコンセプトに従って整

理されると力強く生きてくるものだと、皆さ

1999年11月1日

んのご奉仕に感動しました。

もう・ーつの感動は、 10月4日、京都造形芸

術大学全学集会。新大学設立へ文部省認可が

見えてきましたので、大学と学生自治会の共

催で情報開示と討論。芳賀学長のあいさつに

続き、徳山理事長が「京都文芸復興一新大学

宣言」を発しました。大体育館は、千名を超

える若者達の静かな熱気に包まれました。

改革はどこでも容易ではありません。情勢

認識、現況批判、芸術教育とは何か、 1年半

の時間と構えで到達した、結果としての「宣

言」です。改革運動は、現行の仕事と並行し

ての過重な事業です。総合計画や観光開発の

審議会でもとりましたが、議論するだけでな

く、自分がやるという人が出たところから実

行する方法です。海外サマーセッションや、

入試説明会といういわば"営業"活動に、全

員が参加し行動した、その汗の結果の姿です。

中小企業と女性

10月は「21世紀を目指す企業経営」という

たいそうなテーマで、龍谷大学経営学部特別

講義を小谷隆一(株)イセトー会長、辻理(株)

サムコインターナショナル研究所社長、小林

祥一日本電気化学(株)社長と4人で、 3 回ず

つ担当しました。コーディネートされたのは

北沢康男教授です。

講義をしながら、中小企業の特質は独立独

歩といわれるが、その行動様式の特徴は、縦

9
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アルパックニュースレター NQ98

横斜めの連携・協同・ネットワークにあるの

ではないかと学びました。

アルパックは、小集団のアソシエイツとい

つていますが、どうなっているか。ここで、

少し余録になりますが、以下は家内が書いた

近況報告。題して「女性が元気」です。

10月7 ~8日、中小企業家同友会の全国女

性交流会が函館であり、出席しました。"新

しい時代を拓く女性たち"というテーマで、

490名が参加しました。

1日目、全体会議に続き 8つの分科会。私

は大分の後藤さんの"経営者夫人の気持ちを

わかって!ーよきパートナーになりたい"と

いう第2分科会に入りました。経営者夫人は

パートナーか、サポーターか、いきなり活発

な発言にびっくりしました。「それは考え方

次第、要は適材・適所。能力第一。中小企業

の経営者夫人は、総務にかかわることが多い。

ただの事務であるか、本来総務は全体が見え

るから会社のカナメだと自覚して判断力・行

動力を発揮するか本人の資質・能力と、それ

を見抜き、活かす経営者によって会社と個人

の運命は決まる。そんなこといってもまだ経

営幹部は、圧倒的に男性。凡庸な男性幹部は

女性が強くなってもらっては困るのと違うか、

等々、皆さんはっきりしています。

2日目「変わる女性、とまどぅ男性一男女

共生社会へ向けて」と題する、札幌学院大学

の布施晶子先生の講演で、その答えが浮かん

できました。総理府はいろんなことを調べて

いるそうで、「同じ相手と再度結婚したいか

という質問に男性の70%は Yes、女性の70%

はNO。問題は男性がこの事実に気づいていな

いこと。女性は嫉妬深いというが、男性のや

きもちの方が強いという調査もある。こんな

こと意識の底に沈んでいるのです。しかし、

若い女性は、沈んでいなくて才能を表に出し、

積極的に行動します。

報告はもっと続きます。途中でエスケープ

して、朝市を覗きに行っていたそうですが、

分科会報告としてこうまとめていました。

1.そうはいっても圧倒的な女性は、家庭に

もり、大集会で発言どころか、出たこともこ

ない。会社でもいわれたことだけしている方

が楽だと思っている。条件をつくり、潜在し

ている能力を引き出すのは、リーダーの問題。

女性リーダーも同じである。京都から参加し

た女性経営者を見ると、女性社員を連れて来

て、一緒に学び、楽しんでいる会社は、やは

りいきいきしている。

2.男性のやきもちは、激しい競争の現れだ

が、責任のがれ、人のせいにする、足を引っ

張り、保身へと進行すると、個人は転落し、

企業は命とりになる。男女共生社会とは、 こ

の"男性"が女性にも適用されること。現段

階では、女性を活かすかどうかが、その予防

法。

女性を活かすのは年功序冽を破ることとー

体のこと。30歳代でも能力ある人をりーダー

に登用できないようでは、女性を登用してい

るといっても型だけになる。

何故、中小企業家同友会の女性部会に入っ

たのかと聞きますと、経営者夫人でも入れて

くれて、女性経営者と"平等"に扱われるか

らだそうです。

中小企業とダイナミズム

10月捻日、けいはんな都市OB会第 2 回総

会で、 4月にオープンした情報通信研究開発

支援センター(ギガビットラボ)を見学しま

した。大容量データを高速通信する光ファイ

バー網の活用が期待されます。

お向かいの若奥さん、赤ん坊抱えてパソコ

ンをやっています。子育てを終えたら職場復

帰したいと。町内会のニュースづくりも手伝

-10-



つてもらっています。

情報ツールの進化は女性の時代を促進しま

す。パソコンは腕力を要しません。コストも

下がり、大企業・中小企業、更には家庭婦人

まで平等になります。中小企業本来の連携・

協同・ネットワークをつくりやすくします。

「中小企業の時代」へ物的条件も整ってきた

といえます。

中小企業の方が、トップがその気にさえな

れば、りストラではなく、社員の能力を活か

し、男女共生を進め、ダイナミックな改革を

起こすことが容易です。

因みに、アルパックでも態勢を整えていま

すので、 Eーメールでのご意見・ご批判も承

つております。

但し、かような具合に、出歩いておりまし

て、お返事が遅れます。やはり、ニュースレ

ターもなくすわけにゆかないようです。

(取締役会長みわひろし)

E ーメール受付: ksuiS 加@訂Pak.CO'jp
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「削ろう会」が開催されぎした

西村 研一

だ生

^
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薄削リ大会:ギャラリーも固唾をのむ

名古屋港岸壁近く、昭和30年代に造られた

鉄筋コンクリート造のふ頭20号倉庫。輸出入

用の積み荷を保管していた倉庫がその役目を

終え、今年の夏、期間限定でギャラリー、イ

ベントスペースの「アートポート99」となり

ました。そのアートポートのイベントのトリ

を飾るのが 9月25、 26日に開催された「削ろ

う会」です。

削ろう会とは、鉋でどれだけ木を薄く削れ

るかにチャレンジするイベントです。ただそ

れだけの催しに全国から腕利きの大工や道具

職人たちが駆けつけ、会も6回を重ねるよう

ー^

、、 1沙

釘づくり実演:名人が鋼を釘に変えていく

になりました。このイベントの仕掛け人は名

古屋を拠点に活躍する堂宮大工・杉村幸次郎

さん。職人が腕を振るう場が少なくなってい

る中、杉村さんは「この会を行うようになっ

てから、大工さんや道具職人さんが元気にな

つてきた」と語ります。この削ろう会は匠の

技を全国の同業者の前で試す場。寡黙と言わ

れる職人さんも今日は饒舌で、お互い情報交

換などに余念がありません。また、あたりで

は即席の道具市が開かれ、道具職人が自慢の

品を並べています。

さて、メインイベントの薄削り大会では、

削りスト(参加者)が念入りに調整した鉋を

手に檜の角材に向かい合います。鉋を軽き木

にのせ、ひと呼吸おき、鉋を引くと、見事に

薄い鉋屑、もとい、削り花が咲きます。この

削り花、達人クラスになると厚みは0.003血程

度。その削り花は木の細胞より薄いため、見

た目はまるでナイロンストッキングのようで
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す。そして角材はまるで鏡のようになめらか

です。うまく削れないときはギャラリーとー

緒に「あーでもない、こーでもない」と意見

を言い合い、鉋を調整します。和気あいあい

とした雰囲気の中、思う存分腕を振るう。メ

ンコやビー玉と同じ技比べ腕自慢。熟練の職

人が、そのときだけは少年に戻ったかのよう

です。

薄削り大会のほかには、子供たちによる大

工のワークショップ、釘づくり実演(白鷹幸

伯氏)、鉄づくり実演(高田良作氏)、基調

講演(飯田喜四郎・明治村館長)などが行わ

れ、ーつーつは紹介しきれないほど盛りだく

さんのイベントでした。

(名古屋事務所にしむらけんじ)

田園地帯でした。メダカ、タナゴ、ドジョウ、

ナマズ、ザリガニやヒバリ、モズ、サギなど

生き物も身近に生息、し、私達子供等の楽園で

した。この私が生き証人です。

楽しむ会は、尼崎市がイメージ転換を見据

え、市政80周年の記念振興事業でとして、文

化振興ビジョンに掲げられたこの園田地区の

「自然と文化の森構想」に、市民が実験的な

実践活動を行いつつ、構想づくりに参加する

という、公募により集まった団体です。

残された貴重な自然に感激

会は、この園田の自然や農業に培われた文

化に親しむ活動から、地域の自然が市街化で

後退し、特徴的で快適な生存環境や歴史の継

承を脅かす段階に至っていること、その中で、

保存運動で残された猪名川自然林と農業公園

及び一体としての農空問が自然と文化の痕跡

を留め、地域住民のみならず市民にとって貴

重な資源であることを確認しました。

そして、市民自らがこの保全・育成に取り

組むことの重要性を認識しました。特に、農

空間は担い手の高齢化や都市化の下に存続の

危機に瀕しており、自然との共生空間として

の機能や農文化の伝承の重要性から、その保

存支援が必要と考えました。市民による f森

づくり」として、協働社会に向けた新しい地

域づくりと生活創造に先駆的に取り組みむこ

とが重要であることを確信しました。

メダカの復活から

楽しむ会の活動から、教育委員会の協力で

市立尼崎高校の体育科新設に伴う猪名川公園

のグラウンド整備に合わせて、西側外周で5

m幅の敷地を提供いただけることとなりまし

た。これを活用して、まずできることから始

めようと、園田の自然の象徴であったメダカ

がいなくなっており、これを戻すためのメダ

力池と、園田での農業の意味を見直そうとい

市民協働のメダカ飼育

ポランティアを始めました
馬1昜

この10月24日(日曜日)、尼崎の園田地区

会館でメダカの飼育ボランティア説明会が催

されました。公募で選ぱれた 120組の方にメ

ダカを8 匹ずつぉ渡し、飼育して増やしてい

ただく事業のスタートです。市民組織の「自

然と文化の森を楽しむ会」と市との共催です。

楽しむ会を公募

かつて尼崎は、東洋のマンチエスターを標

栩し、発展する工業都市の郊外田園都市とし

て北部に向けて住宅市街化が急速に進みまし

た。一方で、南部は地盤沈下や大気汚染の深

刻化から公害のまちのレッテルが定着し、 、^

のイメージ脱却に今日も苦労しています。

その北部園田地区は、私の幼い頃、この大

きな変化の時代に、遊び育った第二の故郷で

す。昭和30年代前半まではラムネ色に透き通

つた藻川と猪名川に挟まれた、見渡す限りの

正哲

-12-
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飼育ポランティアへ、メダカの引き渡し
頑張って殖やして下さい

うことから農業体験園をみんなでつくること

にしました。将来は園田の水路や田圃にメダ

力をかえすことを夢見ています。

会の活動はこれだけにとどまりません。園

田のメダカ探しから始めました。しかし、カ

ダヤシは確認できましたが、メダカは見つか

りませんでした。そこで、会員が集めた市内

武庫川水系のメダカと芦屋の環境活動家の山

田さんが同じく武庫川のメダカを増やしてお

られるのを提供いただき、楽しむ会で増やす

ことに挑戦しました。

大きな反響から広がりへ

次に、会で増やしたメダカで「メダカの飼

育ボランティア」を募集し、地域での連携事

業に拡げることにし、広報で呼びかけました。

大反響で 100名の募集に約 300名の応募があ

り、抽選で決めざるを得ませんでした。また、

呼びかけの過程で、地域の小学校からも賛同

をいただきましたが、お預けするメダカの調

達が思うようにいきません。結局楽しむ会で

増やしたものに、この年末に故郷鹿児島に帰

られるため地元で育ててくれる人を探されて

いたメダカ飼育の達人である西宮の鮠原さん、

芦屋の山田さんなどの協力を得て約 1,000匹

のメダカを集め、応募された飼育ボランティ

アに預けることができました。

開かれたネットワーク型地域活動に

この事業は、平成10年度から尼崎市の事業

として行政主導で進められ、私どもが専門的

な面で支援して活動してきました。公募によ

灣

1.ー

互

*、

ι

1999年11月1日

'ユ,

ノ、^

メダカ池づくり

る「楽しむ会」には、当初自然に対して意識

の高い人やマニアックな人が集まりました。

「メダカ飼育ボランティア」事業など具体的

な活動をとおして、歴史研究家や農業者など

様々な人と団体の協力に恵まれました。メダ

力池づくりには公民館活動で園田地区の親子

の参加にも広がってきています。そして、漸

く会の主体意識が芽生えだした段階です。

今活動をとおして、地域との関係が重要で

あることを痛感しています。地域には社会福

祉協議会など既存の組織があり、行政や議会

と強い関係があります。新しい地域組織とし

て、既存組織と連携しながら、広く開かれた

人と人との繋がりのネットワークと地域主体

の活動型環境創造の取り組みが、行政や企業

とのパートナーシップの活動に、持続的に発

展していくことをが求められます。これから

がいよいよ本番です。

(大阪事務所ばばまさあき)
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「カンポジアで考えた

吉田

^

タイのバンコクからアンコール・ワット遺

跡があるシェムリアップというカンボジア北

西部の村まで陸路で行くことにしました。

「安いから」という理由で陸路を選びました。

実は、その時は知る由もなかったのですが、

アンコールワットへは飛行機で行くのが普通
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底からそう思いました。

しかし、雨期も終りに近づいたカンボジア

では、その年に降った雨のせいで道はズタボ

ロ、崩れに崩れ落ちています。平坦なところ

なんて存在しないほどに道路はデコボコ状態。

それも普通のデコボコではなく泥沼状態です。

泥沼から抜け出せないこともしばしば。皆、

膝まで泥につかって車を引き上げなければな

りませんでした。日が落ちると、電気なんて

もちろんなく、あたりは真っ暗な闇です。道

はどんどんひどくなり、乗っている人はまさ

にDancing doH という表現がぴったりな様相

になってきました。私はさっきの元気と興奮

はどこへやら、もう泣きたい気持ちになって

きました。結局、国境からシェムリアップま

で 20okm足らずの道を、 10時問以上もかけて

走る結果になりました。

この陸路での移動は、私にちょっとした考

え方の転換を与えてくれました。植生学を学

んできた私は、自然を破壊する行為はすべて

「悪いこと」で、人問はいつも自然に対して

「負い目」を感じながら開発しているんだと

考えてきました。しかし、この経験を経て、

はじめて、人々が生活するための開発には必

ずしも絶対的な「悪」とは言えないものがあ

るんじゃないかと思い始めたのです。カンボ

ジアの湿地帯の真ん中にコンクリートの舗装

道路を造れば、それは生態系を分断すること

になりかねません。でも、そうすることで、

地域の人々の生活がちょっとスムーズになる

のです。便利な生活に慣れた自分が、便利で

ないところで生活してみて、全部が全部、悪

いこととは言えないのかあと、正直に思いま

した。たかだか10時問ですが、崩れた道路を

移動している間に、これが私の「カンボジア

で考えたこと」でした。

(大阪事務所よしだくみこ)
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カンポジア上空から見た風景

で、陸路は「98年4月にようやく外国人に解

放され、まだ事故や強盗などの話しはないも

のの道路は非常に悪く、多くの橋は落ちてい

るため区問によっては道路はなく、走れると

ころはどこでも走っていく」そんな道だった

のです。

そんなことも知らない私は、タイの国境の

街アランヤプラテートからピックアップトラ

ツク(4WD トラック)を乗り継いで国境を

越え、カンボジアに入った時の気分は、全く

爽快ともいうべきものでした。真っ青な空の

下、トラックの荷台の上でカンボジアの微風

と士挨を肌に感じながら、見渡す限りの湿原

地帯に、私はとても感動していました。行く

先々で、湿原の中に集落が現れます。水の上

に家を建て、人々が暮らしているのです。自

然にできたプール(池)で素っ裸の子供たち

が水浴びをしているのが見えます。手を振れ

ば、応えてくるのがとても微笑ましくもあり

ました。「自然ってすばらしい!」つて心の

^.ιLJ"^ーユ●^^^

、ψ

"「"J
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新刊旧刊書評紹介

安井潤一郎著

本誌91号では『ゼロエミッションからのま

ちづくり』(早稲田いのちのまちづくり実行

委員会編著)を取り上げ、東京にある早稲田

商店会のまちづくりを紹介しましたが、本書

は、そのキーパーソン「安井潤一郎」さんが

書いた本です。これまでの3年問のまちづく

り秘話を軽妙な語り口で綴っています。

「スーパーおやじの痛快まちづく

食料品スーパー「稲毛屋」の社長、安井さ

んは、 1993年に誰もなり手がなかった早稲田

商店会の会長職に仕方なく就任。環境と共生

をテーマに早大キャンパスで実施した「エコ

サマー・フェスティバル」の動機は、夏休み

に3万人の早大生(すなわち消費者)がいな

くなる「夏枯れ」対策だった・・。ストーリ

は、こんなところから始まります。

1996年から始めたエコサマー・フェスティ

バルをきっかけに、ごみゼロ平常時実験、エ

コ・ステーション設置など環境への取り組み

を次々と仕掛けてきた「スーパー」おやじの、

いかにお金をかけずにイベントを成功させる

かという哲学は商売人ならでは。りサイクル

という言葉も商売に結びつけてしまう発想、

「楽しくて儲かるまちづくり論」は、早稲田

のまちづくりが成功している秘訣を教えてく

れます。

また、安井さんを巡る人問模様はとにかく

楽しく、多彩です。行政や早稲田大学、企業

を巻き込み、今年6月には「第1回全国りサ

イクル商店街サミット」を開催して、全国の

商店街とネットワークするなど、その行動力

と情報力には圧倒されます。本書の中では、

障害を持つ人たちとの出会いや、あの『五体

1999年11月1日

紹介

隱
ψ

呈写

高田剛司

^

ちJ

妾叩

珍

不満足』の著者、乙武洋匡さんも登場します。

まちづくりによるたくさんの人々との出会

いを通じて、安井さんが感じたこと「まちづ

くりに関わっていくことの楽しさは、それに

よって心が豊かになり、自分がトクしている

と思えることに、どうやら一番の価値がある

ようなのである」という・一節に、安井さんが

まちづくりにハマつた理由が込められている

のではないでしょうか。

津券

、、

近年では、全国的に商店街のシャッター街

化が進み、中心市街地の活性化が叫ばれてい

ます。中心市街地活性化法が施行され、国の

補助事業メニューもたくさん用意されました

が、結局のところ、安井さんのような地域の

「スーパー」なおやじたちのやる気と周りの

盛り上がりが、まちづくりに重要な役割を果

たすのだと、改めて認識させられました。

商店街や中心市街地の活性化に悩んでおら

れる方、不景気の世の中で気が滅入っている

方に、是非お奨めしたい元気の出る一冊です。

(大阪事務所たかだたけし)
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ガーデニングはボケットパークで!

角南禎子

ちかど

大阪府の南、泉州地域に位置する高石市で

は、市街地再開発事業や土地区画整理事業、

密集住宅市街地整備促進事業の推進のために

市が先行的に買い取った用地を活用して、さ

まざまなイベントや暫定整備が市民参加で進

められています。まず、高石駅西側の地区で

はポケットパーク(小公園)として昨年度市

が独自に3箇所で暫定整備をしましたが、今

年度は、さる10月24日にガーデニングによる

市民参加のポケットパークづくりが行われま

した。当日は、日曜日の午後ということもあ

り約30名の市民参加のもと『ガーデニング講

習会』として講師を迎え、寄せ植えの講習と

植物の育て方などの講義を受け、その実践の

場として市の先行買い取り用地のーつでガー

デニング体験が行われました。また、この他

にも駅前の先行買い取り用地が、菊花展に利

用されています。通常は、高いフェンスで囲

まれた味気ない空き地となることが多く、ひ

どい場合にはごみ捨て場となり、地区の活気

を低下させてしまうのですが、当該地区では、

まちに潤いを与え愛着の持てるポケットパー

クとして地域に開放されています。

さらに、蛯月5日には駅東の市用地を活用して

商工会議所商店連絡会主催のイベント「高石

楽市楽座」が開催されます。このようなハー

ドとソフトが連携した新しいまちづくりの動

^

きが広がり、将来「ほんとうのみんなのまち」

に生まれ変わる第一歩となることが期待され

ます。

(大阪事務所すなみていこ)
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〒600-8007京都市下京区四条通り高倉西入ル立売西町82・大和銀行京都ヒル6F/TEU075)221-5132 FAX(075)256-1764

〒540-0001大阪市中央区城見1-4-70・住友生命OBPプラサビル15F/TEL(06)6942-5732 FAX(06)69417478

〒460-0008名古屋市中区栄3-18-1・ナディアバークビジネスセンタービル恰F/TEL(052)265-24m FAX(052)249-3925

〒1600022東京都新宿区新宿2-5-16・霞ビル401/TEL(03)3226-9130 FAX(03)3226-9560
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駅のホームから菊の花がみえるのです
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高石楽市楽座のボスター
ちょっと早めのウリスマスを侘月上旬に催します
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菊花展の準備
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